







 2．組織における MO の先行要因
 3．MO の先行要因の発展的研究










Narver and Slater（1990）は、組織の観点から、MO は買手に対してよりよい価値を提供す
るために必要な行為であり、価値を効率的に創りだすために優れたパフォーマンスを生み出




合他社に関する情報を示す（Ottum and Moore 1979）。
Kumar, Jones, Rajkumar, and Leone（2011）は、マーケティングを志向している企業数を
調べるため、米国において SIC 業種コードに登録されている企業 261 社を対象に調査をおこ
なった。結果として、4 段階以上の評価であった企業数は 1997 年には 92 社であったが、
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2001 年には 124 社、さらに 2005 年には 188 社にまで増加したと報告している 。このことか
らも近年、企業がますますマーケティングを志向していることが垣間みられる。
MO に関する研究は 1990 年に、Narver and Slater と Kohli and Jaworski によって MO が提
唱されてから今日にいたるまでの 20 年間で、1,000 本以上の MO を題材とする論文が発表さ
れている 。
多くの MO に関する研究では、MO を先行要因として、様々なビジネス・パフォーマンス
である成果要因との関係性 (eg., Han, Kim, and Srivastava 1998, Langerak 2001）、あるいは
MO と成果要因とのブラックボックスの解明を試みている（eg., Atuahene - Gima 1995; 
Siguaw, Brown, and Widing 1994）。




























織に向けて発することをいう（Jaworski and Kohli 1993）。
図表 1　Jaworski and Kohli（1993）
Jaworski and Kohli（1993）の追試として、Hammond, Webster, and Harmon（2006）や黒
岩（2007）では、トップマネジメント要因解明を試みている。いずれの研究においても、
MO がトップマネジャーの意向から影響されることを確認している。






































織の MO が高まるのかを検証している。米国『Fortune 500』のハイテク企業を対象に調査
を実施し、以下の 3 点を行えば、MO が高まることを確認している。第 1 に MO 型の人材を
リクルートし選抜すること、第 2 に MO を向上させるトレーニングを行うこと、第 3 に MO
を高める報酬や補償といった制度を導入することである。
続いて、Pelham and Wilson（1996）は、中小企業を対象に、市場環境、戦略、組織構造
が MO に、 ど の よ う な 影 響 を 与 え る か に つ い て 考 察 し て い る。The Centor for 
Entreprenourship at Easten University のデータベースを利用し、平均売上高 29 億円、平均従
業員数 21.5 人の中小企業 68 社を対象に調査を実施した結果、以下の 3 点を明らかにしてい
る。第 1 に、定式化、イノベーションまたは差別化戦略は MO に影響し、新製品の成功、そ
して成長 / シェアにプラスに影響する点。第 2 に、組織構造や戦略の短期的な変化は、MO
に有意な影響を与えないが、調整システムやコントロールシステム、イノベーションを促進













and Ogbonna 2001; Cervera, Molla, and Sanchez 2001）。
英国の Marketing Managers Yearbook と Key British Enterprises のデータベースを利用し、






同年 Grittiths and Grover（1998a）は、MO 行動に至るまでのプロセスを表すため、従業
員に影響する先行要因が、組織文化としての MO に影響をあたえ、MO 行動にいたるという
命題モデルを提示している。組織内のメンバーシップ、組織の象徴、組織の精神力学
（psychodynamics）、組織における認識という 4 つの先行要因が、組織文化である MO に浸
透し、MO 行動に影響するというモデルである。実証は行われていないが、MO 行動にいた
る過程を提示した点に研究貢献がある。
障害となる人的要因にフォーカスした研究もある。Harris and Piercy（1999）は、MO の
阻害要因として、コミュニケーション量の低さ、政治的行動、コンフリクト、組織メンバー
の定式化の 4 つをあげている。イギリスの小売業のストア・マネジャー 107 名に調査しパス
解析をおこなった結果、この 4 つの阻害要因が MO にネガティブに影響にすることを確認し
ている。
さらに Harris は MO の先行要因について研究を進め、MO に影響を与えるリーダーシッ
プに注目している（Harris and Ogbonna 2001）。彼らは、3 つのリーダーシップのスタイル
が MO に左右することを確認している。第 1 の参画型リーダーシップでは、部下が意思決定









































ることで、MO を作り出すアプローチである（Payne 1988; Webster 1988）。本アプローチは、
経験学習を通して行われる。他方、マーケット・バック・アプローチは、顧客に優れた価値
を、効率的かつ有効に提供することで、MO を生み出す継続的な学習を通して実行されるア
プローチである（Narver et al. 1998）。この継続的な学習は、プログラマティック・アプロー







Matsuno, Mentzer, and Ozsomer（2002）は、アントレプレナー気質（Entrepreneurial-
Proclivity）が MO にどのように影響するかを考察している。





ンスをより多く獲得し先発優位性を構築できるのである（Kohli and Jaworski 1990）。




ちなみに近年では González-Benito and González-Benito（2008）が、アントレプレナーシッ
プと MO は一方的なものではなく、相互に影響しあうことも確認している。
組織のなかでのマーケティング部門の影響力が、MO にどう左右するか調べた研究もある。
Verhoef and Leeflang（2008）はオランダの Reach データベースに登録された 276 社のマネジ



































Furrer, Lantz, and Perrinjaauet（2004）があげられる。
Furrer et al.（2004）は、MO の先行要因として、従業員の価値観がどのように MO に影
響するかを扱った研究を発表している。価値観は模倣や変化が困難なので、どのような価値















さらに Gebhardt, Carpenter, and Sherry（2006）は長期的推移法を用いた研究をおこない、













MO の先行要因として、国の文化や特性について考察すべきという論調（Kirca et al. 2005）
を反映し、近年では組織に留まらず国の要因が MO にどう影響するかに研究の幅が拡がって
いる。







Brettel らはドイツ、タイ、インドネシアの 120 社を対象に調査した結果、文化の不確実性











第 1 に、学習志向があげられる。Baker and Sinkula（1999）によると、学習志向とは、組
織内の学習プロセスを通して、組織が学習することで従業員が喜びを感じられる価値である
という。
Sinkula, Baker, and Noordwiser（1999）はすでに American Marketing Association の会員企















志向の統合概念である MO（Narver and Slater 1990）を高めると考えられる。
4 － 3　個人間コンフリクト
第 3 に、個人間コンフリクトがあげられる。既存研究では、部門間コンフリクトが MO に

























































ⅰ 『ABI/Inform』により検索を実施した。1985 年から 2010 年までの期間で１年ごとに「Market 
Orientation」と入力し検索を実施したところ累積で 1,053 本の MO を題材とする論文があった。HP ア
ドレス：http://proquest.umi.com
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